
開催日時：2022年３月13日（日）14:00 ～ 16:00
開催方法：オンライン開催（Zoom / YouTube）

【共催】沖縄気象台／ 沖縄県／沖縄気象災害防止協議会／琉球大学／琉球大学島嶼防災研究センター
【後援】日本気象学会沖縄支部／地球ウォッチャーズ～気象友の会～

【問合せ先：沖縄気象台】電話：098-833-4283＜平日8:30～17:15＞ メール： goiken-okinawa@jma.go.jp
担当：兼城（※メールは24時間受付。問合せへの返信は平日となりますので、ご了承ください。）

見えてますか？ あなたの町の災害リスク！
使ってますか？ 命を守る気象情報！

●定員70名（定員に達し次第、受付を終了します）

講演１

気象情報、使ってますか？
気象庁沖縄気象台長 多田 英夫（ただ ひでお）

沖縄県民の地震･津波リスクを考える
琉球大学工学部工学科建築学コース教授
（兼）琉球大学島嶼防災研究センター長 カストロ ホワンホセ

Zoom参加方法

YouTubeライブ配信

https://youtu.be/w6VSE7iyIgE

岡山県出身。初任地の札幌管区気象台で高層気象観測を担当後、気象庁本庁で数値予報システ
ム開発や、全国の気象台が気象警報や天気予報を発表する機器の整備に従事。大阪管区気象台
気象防災部長、気象庁観測課長、鹿児島気象台長、気象庁総務部参事官として、観測と予報を
通じた気象情報の提供・普及に取り組んできた。昨年４月から現職。

講演２

アルゼンチン共和国生まれ、在日35年。筑波大学大学院工学研究科博士課程を修了後、民間
建設会社及び大阪大学国際教育交流センターを経て2013年から現職。
専門は建築構造、耐震・耐風工学。鉄筋コンクリート造や木質構造の研究、さらに最近では
歴史的木質構造建築物の構造性能や建築物に設置する小型地震計ネットワークにも取り組む。

goiken-okinawa@jma.go.jp
※音声やチャットで

質疑応答に参加できます

以下のメールアドレスに「氏名」をお送りください。
（3月11日（金）までにZoomアドレスをお送りします）

※YouTubeアカウントでログイン
すればチャットで質問できます

3月9日
〆切

定員はありません。事前登録も不要です。


